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を有する再生熱交換器については定期的に点検を行っているが 、 今後の保守性を考慮し、 再生熱��

交換器
―式（３台）を内筒のない構造のものに取り替えた。��

旧再生熱交換器については 、 既設のＣ廃棄物庫に保管した。��
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